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平
成
十
六
年
十
月
一
日
、
大
島
郡
久
賀
町
、
大
島
町
、
東

和
町
お
よ
び
橘
町
の
合
併
が
果
た
さ
れ
、
人
口
約
二
万
二
千

四
百
人
の
、
町
と
し
て
は
県
内
最
大
級
の
人
口
規
模
を
誇
る

「
周
防
大
島
町
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

合
併
の
実
現
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各

位
に
対
し
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
温
か
い
ご

理
解
を
賜
り
ま
し
た
郡
民
各
位
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
先
月
襲
来
し
た
台
風
十
八
号
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
復
旧
作
業
や
被
災
者
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
、
万
全

を
期
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
合
併
は
、
地
方
分
権
と
い
う
大
き
な
潮
流

の
中
で
、
過
疎
化
、
少
子
・
高
齢
化
等
の
共
通
す
る
行
政
課

題
に
対
応
し
、
誰
も
が
住
み
よ
い
「
ふ
る
さ
と
大
島
」
を
築

き
上
げ
て
い
く
た
め
に
「
島
を
想
う
心
は
ひ
と
つ
」
の
意
思

の
も
と
、
四
町
が
共
に
手
を
携
え
て
実
現
さ
せ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

合
併
に
至
る
過
程
は
「
大
島
郡
広
域
行
政
研
究
会
」
を
設

置
し
、
広
域
連
携
に
よ
る
行
政
の
あ
り
方
の
検
討
に
着
手
し

た
平
成
十
三
年
一
月
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
後
「
大
島

郡
広
域
合
併
研
究
会
」
へ
の
改
組
等
を
経
て
、
平
成
十
四
年

十
月
に
「
大
島
郡
合
併
協
議
会
」
を
設
置
し
、
郡
内
代
表
委

員
に
よ
る
真
摯
な
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
郡
民
自
ら
が

合
併
協
議
を
成
し
遂
げ
た
経
験
は
、
産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り

の
「
周
防
大
島
町
」
を
創
り
育
て
て
い
く
上
で
、
大
き
な
財

産
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

新
町
で
は
、
旧
四
町
の
庁
舎
に
本
庁
機
能
を
分
散
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
分
庁
方
式
」
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
郡
民
の

皆
様
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
日
常
的
な
業
務
に
対
応
す
る

「
総
合
支
所
」
を
各
庁
舎
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
行
政
組
織
の
も
と
「
元
気
、
に
こ
に
こ
、

安
心
で
二
十
一
世
紀
に
は
ば
た
く
先
進
の
島
」
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
と
、
高
齢
者
が
住
み
よ

い
環
境
を
継
承
す
る
と
同
時
に
、
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
夢
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
郡
民
の
皆
様

と
と
も
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

で
あ
る
と
強
く
認
識
し
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

「
周
防
大
島
町
」
の
飛
躍
、
発
展
の
た
め
に
、
皆
様
の
更

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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大
島
町
閉
町
式
典
（
９
月
21
日
）

橘
町
閉
町
式
典
（
９
月
23
日
）

久
賀
町
閉
町
式
典
・
さ
よ
な
ら
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
９
月
20
日
）

東
和
町
閉
町
式
典
・
フ
ァ
イ
ナ
ル

フ
ェ
ス
タ
（
９
月
19
日
）

合
併
を
控
え
た
大
島
郡
の
４
つ

の
町
で
は
、
９
月
に
閉
町
行
事
や

フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ェ
ス
タ
が
開
か
れ

ま
し
た
。

大島庁舎

東和庁舎

橘庁舎

久賀庁舎

公営企業局（旧国保診療施設組合）
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蕁

◎
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
局
長
　

山
内
章
弘
（
橘
）

○
議
事
課
長
兼
監
査
課
長
　

木
元
真
琴
（
大
）

議
事
班
長
　
松
田
博
（
久
）

監
査
班
長
　
河
井
敏
博
（
東
）

班
員
　
松
岡
正
子
（
大
）

○
会
計
課
長
　
村
田
章
文
（
大
）

出
納
班
長
　
野
村
嘉
都
正
（
東
）

班
員
　
温
品
陽
子
（
久
）
原
田
正

則
（
橘
）

◎
総
務
部
長
兼
選
管
事
務
局
長

椎
木
巧
（
橘
）

○
総
合
政
策
課
長
　

村
田
雅
典
（
大
）

総
合
政
策
班
長
　
岡
野
正
徳
（
久
）

班
員
　
新
山
満
寿
美
（
久
）
近
藤

晃
（
大
）
藤
山
忠
（
東
）
田
中
豊

文
（
橘
）

○
総
務
課
長
兼
選
管
書
記
長
　

吉
田
芳
春
（
久
）

人
事
行
政
班
長
兼
選
管
書
記
　
　
　

星
出
明
（
橘
）

班
員
　
堀
脇
国
輝
（
久
）
山
本
勲

（
大
）
山
本
淳
子
（
大
）
藤
本
幸
一

（
東
）
升
谷
高
広
（
橘
）

消
防
防
災
班
長
　
中
尾
豊
樹
（
橘
）

班
員
　
松
井
豪
（
東
）
広
津
達
也

（
橘
）

戸
籍
住
基
班
長
　
山
中
亮
吾
（
大
）

班
員
　
布
田
ま
ゆ
み
（
大
）
浜
元

孝
生
（
東
）
西
村
幸
人
（
東
）
島

原
資
郎
（
橘
）

○
財
政
課
長
　
奈
良
元
正
昭
（
大
）

財
政
班
長
　
東
原
平
典
（
橘
）

班
員
　
重
富
孝
雄
（
久
）
沖
本
繁

子
（
大
）
松
田
知
亮
（
大
）
岡
本

洋
治
（
東
）
末
武
良
浩
（
東
）
天

河
敏
夫
（
橘
）
村
田
孝
二
（
橘
）

○
企
画
課
長
　
中
野
守
雄
（
東
）

地
域
振
興
班
長
　
中
村
満
男
（
大
）

班
員
　
佐
村
か
お
り
（
久
）
長
久

龍
夫
（
大
）
小
方
享
一
（
東
）
村

田
朋
行
（
橘
）

広
報
情
報
統
計
班
長
　

前
崎
浩
二
（
久
）

班
員
　
岡
本
義
雄
（
久
）
岡
原
伸

二
（
大
）
藤
井
一
成
（
東
）
花
野

千
里
（
橘
）

○
税
務
課
長
　
橋
本
澄
夫
（
東
）

課
税
班
長
　
大
川
博
敏
（
久
）

班
員
　
中
司
紀
男
（
久
）
佐
川
浩

二
（
大
）
川
野
一
郎
（
大
）
西
山

洋
一
（
東
）
松
田
正
則
（
東
）
岡

本
裕
子
（
東
）
石
原
栄
文
（
橘
）

安
高
あ
や
み
（
橘
）

納
税
班
長
　
松
田
米
夫
（
東
）

班
員
　
平
田
貢
三
（
久
）
市
川
貴

志
（
久
）
浜
元
信
之
（
大
）
廣
田

弥
生
（
大
）
大
下
崇
生
（
大
）
高

木
和
夫
（
東
）
山
本
義
一
（
橘
）

○
契
約
監
理
課
長
　

平
田
好
男
（
橘
）

契
約
監
理
班
長
　
池
元
恭
司
（
大
）

班
員
　
田
村
真
澄
（
久
）
森
元
淳

二
（
大
）
平
田
剛
（
東
）

蕁

◎
大
島
総
合
支
所
長
　
山
本
治
　

次
長
　
田
中
進

地
域
支
援
班
長
　
松
本
康
男
　

班
員
　
中
村
和
江
　
岡
崎
浩
一

豊
永
充
　
中
村
晴
彦
　
木
嶋
勇
人

戎
浩
和
　
信
本
健
治
　
藤
谷
昌
弘

総
合
窓
口
班
長
　
河
元
サ
エ
子

班
員
　
頓
戸
秀
子
　
池
永
祐
美
子

廣
田
昌
美
　
今
尾
勝
則
　
中
川
好

洋
　

沖
浦
出
張
所
　
木
原
毅
　
井
宮
昌

美
　

蒲
野
出
張
所
　
北
杉
憲
昌

蕁

班
長
　
斎
藤
美
登
里
（
久
）

班
員
　
佐
原
聡
子
（
大
）
桑
原
加

寿
子
（
大
）
阪
田
み
ち
る
（
大
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
大
島

班
員
　
木
村
敏
子
（
大
）

蕁

班
長
　
松
本
千
恵
子
（
久
）

班
員
　
松
永
晴
美
（
大
）
冨
永
千

代
子
（
大
）
杣
野
孝
子
（
大
）

蕁

所
長
　
中
原
公
子
　

主
任
保
育
士
　
福
本
桂
子
　

保
育
士
　
河
内
愛

蕁

○
大
島
教
育
支
所
長
兼
大
島
公
民

館
長
兼
大
島
図
書
館
長
兼
給
食
長

山
本
祥
司
（
大
）

生
涯
学
習
班
長
　
古
崎
敏
雄
（
大
）

班
員
　
中
西
正
志
（
大
）
藤
本
万

亀
子
（
大
）
神
戸
和
雅
（
大
）
藤

本
浩
之
（
久
）
金
井
伸
樹
（
東
）

岡
原
由
利
（
大
）

蕁
蕁

◎
健
康
福
祉
部
長
　
馬
野
正
文

（
東
）

○
健
康
増
進
課
長
　

椎
木
千
明
（
橘
）

健
康
づ
く
り
班
長
兼
橘
保
健
セ
ン

タ
ー
長
　
川
口
雅
枝
（
橘
）

班
員
　
地
田
幸
代
（
大
）
松
成
智

美
（
大
）
田
村
美
沙
子
（
東
）
行

田
美
穂
（
橘
）
平
田
は
る
み
（
久
）

中
村
作
（
大
）
濱
中
靖
夫
（
橘
）

○
福
祉
課
長
兼
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
長
　
川
元
文
雄
（
大
）

民
生
福
祉
班
長
　
吉
村
昭
夫
（
橘
）

班
員
　
藤
井
郁
男
（
久
）
宮
崎
由

紀
子
（
久
）
田
和
智
博
（
大
）
西

村
寿
海
（
大
）
田
中
陽
子
（
大
）

岡
田
隆
文
（
東
）
藤
原
満
弘
（
東
）

岡
本
文
彦
（
東
）
竹
本
光
博
（
橘
）

田
中
和
仁
（
橘
）
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・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
橘
　

班
員
　
大
久
保
晴
美
（
橘
）

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ち

ば
な
　
班
員
　
岩
崎
絢
子
（
橘
）

石
原
憲
子
（
橘
）

○
医
療
保
険
課
長

前
田
輝
幸
（
久
）

医
療
保
険
班
長
　
舛
重
久
人
（
東
）

班
員
　
梅
木
祐
子
（
久
）
藤
元
将

敬
（
大
）
山
根
一
夫
（
大
）
島
元

仁
志
（
大
）
後
藤
康
宏
（
東
）
尾

野
栄
嗣
（
東
）
金
本
亥
世
子
（
橘
）

中
富
和
志
（
橘
）

○
介
護
保
険
課
長
　

松
岡
千
春
（
東
）

介
護
保
険
班
長
　
福
田
美
則
（
大
）

班
員
　
小
泉
周
三
（
久
）
西
本
佳

郎
（
大
）
中
原
政
光
（
橘
）
櫛
部

元
則
（
東
）
小
川
幸
治
（
東
）
河

口
明
子
（
橘
）蕁

所
長
　
亀
井
繁
則
　

主
任
保
育
士
　
西
村
佳
子
　

保
育
士
　
西
本
恵
子
　
岡
崎
月
子

宇
都
智
美
　

給
食
　
島
本
博
子

蕁

◎
橘
総
合
支
所
長
　
坂
本
薫
　

次
長
　
浜
中
清
孝
　

地
域
支
援
班
長
　
中
原
義
夫
　

班
員
　
中
本
佐
砂
敏
　
林
輝
昭

平
井
聖
子
　
岡
田
忍
　
中
村
和
典

松
岡
志
朗
　
橋
本
健
一
郎
　
徳
吉

諭
　

総
合
窓
口
班
長
　
八
幡
清
治
　

班
員
　
国
光
博
史
　
村
田
真
弓

平
井
直
美
　
広
津
ア
サ
美
　
江
中

悠
子
　
　

日
良
居
出
張
所
　
永
田
友
枝
　
戸

田
真
由
美

蕁

○
橘
教
育
支
所
長
兼
橘
公
民
館
長

兼
図
書
館
長
兼
日
良
居
分
館
長
兼

給
食
長
　
中
河
美
昭
（
橘
）

生
涯
学
習
班
長
　
福
村
和
春
（
橘
）

班
員
　
浜
野
和
人
（
橘
）
中
本
通

泰
（
橘
）
岡
本
明
浩
（
橘
）
山
本

健
（
久
）
平
本
敦
子
（
大
）
安
達

美
香
（
橘
）

日
良
居
公
民
館
　
川
西
浩
（
橘
）

蕁

◎
産
業
建
設
部
長
　

岡
村
春
雄
（
大
）

○
商
工
観
光
課
長
　
中
原
忍
（
橘
）

商
工
観
光
班
長
　
木
村
秀
俊
（
久
）

班
員
　
森
本
信
二
（
大
）
浜
口
巧

（
東
）
岡
原
真
由
美
（
久
）
中
原

健
博
（
橘
）

公
共
施
設
管
理
班
長
　
木
村
順
一

（
東
）

班
員
　
中
野
敬
（
久
）
山
中
輝
彦

（
東
）
山
中
和
美
（
大
）
中
谷
範

夫
（
橘
）

○
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長
　
山
本
定
雪
（
久
）

農
林
振
興
班
長
　
奥
村
正
博
（
大
）

班
員
　
山
本
正
和
（
久
）
斉
藤
裕

也
（
久
）
中
田
兼
歳
（
東
）
江
本

克
也
（
東
）
山
本
未
麻
（
東
）
天

河
裕
俊
（
橘
）
安
村
幸
児
（
橘
）

土
地
改
良
班
長
　
末
長
健
寿
（
橘
）

班
員
　
大
川
博
（
大
）
近
藤
富
美

子
（
大
）
浜
本
一
郎
（
橘
）

○
水
産
課
長
　
斎
藤
正
明
（
大
）

水
産
振
興
班
長
　
政
田
光
浩
（
久
）

班
員
　
高
田
浩
（
東
）
今
尾
美
帆

（
大
）

漁
港
班
長
　
岬
崎
光
志
（
橘
）

班
員
　
谷
口
正
義
（
久
）
大
村
雅

昭
（
久
）
中
元
辰
也
（
大
）
枝
川

和
雄
（
東
）
小
磯
直
紀
（
東
）

瀬
川
洋
介
（
橘
）

○
建
設
課
長
　
松
井
秀
文
（
東
）

土
木
建
設
班
長
　
佐
々
木
義
光

（
久
）

班
員
　
浅
海
公
生
（
東
）
中
岡
貴

史
（
東
）
林
泰
彦
（
久
）
石
合
芳

美
（
大
）
行
田
一
生
（
東
）
大
久

保
弘
史
（
橘
）蕁

◎
久
賀
総
合
支
所
長
　
野
口
菊
義
　

次
長
　
田
村
敏
範
　

地
域
支
援
班
長
　
松
村
正
明
　

班
員
　
橋
本
実
　
梅
木
義
弘
　
西

村
加
代
子
　
浜
田
敬
二
　
松
井
孝

竹
本
香
織
　
江
本
達
志
　
中
野
賢

一
　

総
合
窓
口
班
長
　
伊
村
明
彦
　

班
員
　
永
田
広
幸
　
清
水
直
美

前
崎
好
恵
　
伊
藤
和
也
　
秋
山
笑

美椋
野
出
張
所
　
山
内
健

蕁

班
長
　
池
元
和
江
（
大
）

班
員
　
守
田
美
幸
（
橘
）
竹
田
英

雄
（
東
）

蕁

所
長
　
木
村
正
和
　

主
任
保
育
士
　
中
本
悦
美
　

保
育
士
　
時
重
裕
子
　
浜
村
裕
子
　

給
食
　
末
広
良
子
　
吉
田
紀
美
江

蕁

○
久
賀
教
育
支
所
長
兼
久
賀
公
民

館
長
兼
図
書
館
長
兼
給
食
長
　

西
本
芳
隆
（
久
）

生
涯
学
習
班
長
　
平
田
勝
宏
（
久
）

班
員
　
松
村
浩
（
久
）
竹
本
裕
一

郎
（
久
）
吉
冨
和
成
（
久
）
三
之

元
芳
恵
（
橘
）
西
口
ひ
ろ
み
（
東
）

岩
田
久
美
子
（
久
）

蕁

◎
環
境
生
活
部
長
　
田
村
博
（
東
）

○
生
活
衛
生
課
長
　

東
原
正
一
（
橘
）

生
活
衛
生
班
長
　
川
口
満
彦
（
東
）

班
員
　
舛
本
公
治
（
大
）
高
木
達

哉
（
大
）
鳥
村
洋
人
（
久
）
沖
村

和
哉
（
東
）

公
営
住
宅
班
長
　
西
村
博
明
（
久
）
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班
員
　
倉
田
典
子
（
大
）
岡
野
庄

治
（
東
）
木
谷
靖
志
（
橘
）

○
環
境
施
設
課
長
　

濱
田
武
重
（
環
）

清
掃
管
理
班
長
　
西
村
芳
男
（
環
）

班
員
　
布
村
功
（
環
）
川
本
茂
樹

（
環
）
中
田
浩
徳
（
環
）
見
口
浩

史
（
環
）
青
木
忠
重
（
環
）

衛
生
管
理
班
長
　
藤
井
博
（
環
）

班
員
　
木
谷
満
（
環
）
岩
村
充
哲

（
環
）
田
村
博
（
環
）

環
境
施
設
班
長
　
高
瀬
光
香
（
橘
）

班
員
　
江
本
定
弘
（
環
）
長
久
玲

子
（
環
）
田
中
未
来
（
環
）

○
水
道
課
長
　

上
元
勝
見
（
久
）

水
道
班
長
　
神
岡
洋
二
（
大
）

班
員
　
辻
田
健
一
（
久
）
久
保
嘉

之
（
大
）
山
崎
実
（
東
）
浜
本
秀

男
（
橘
）
井
上
和
子
（
大
）
浜
岡

聡
（
東
）
木
下
由
郎
（
橘
）

○
下
水
道
課
長
　

嶋
元
則
昭
（
大
）

管
理
普
及
班
長
　
金
崎
哲
男
（
橘
）

班
員
　
伊
勢
万
里
子
（
大
）
徳
安

史
郎
（
東
）
平
田
拓
也
（
東
）
青

木
一
郎
（
橘
）

建
設
班
長
　
上
成
敏
（
大
）

班
員
　
西
田
弘
（
久
）
杉
山
安
英

（
大
）
江
口
光
幸
（
大
）
緒
方
崇

（
東
）
中
村
光
宏
（
橘
）

蕁

◎
東
和
総
合
支
所
長
　
吉
村
正
晴
　

次
長
　
藤
本
正
男
　

地
域
支
援
班
長
　
西
村
利
雄

班
員
　
石
崎
宇
授
彦
　
大
川
渉

生
田
好
晃
　
福
永
洋
子
　
田
中
政

彦
　
中
原
藤
雄
　
光
井
文
夫
　
山

本
克
巳
　
藤
本
珠
美
　

総
合
窓
口
班
長
　
池
村
福
太
郎

班
員
　
吉
水
み
ど
り
　
迎
智
可
志

藤
本
倫
夫
　
西
村
一
樹
　
岡
原
良

美白
木
出
張
所
　
土
川
弘
幸
　

和
田
出
張
所
　
岡
野
明
美
　

油
田
出
張
所
　
石
田
由
喜
男
　
池

田
藤
雄

蕁

班
長
　
島
本
悦
子
（
東
）

班
員
　
木
下
光
子
（
東
）
竹
島
文

代
（
東
）
青
山
徳
幸
（
東
）

蕁

所
長
　
田
中
健
　

主
任
保
育
士
　
浜
田
清
美
　

保
育
士
　
高
瀬
景
子
　

給
食
　
岩
本
一
榮

蕁

◎
教
育
次
長
　
布
村
和
男
（
久
）

○
教
育
次
長
兼
総
務
課
長
兼
給
食

セ
ン
タ
ー
長
　
布
村
和
男
（
久
）

総
務
班
長
　
中
村
博
一
（
橘
）

班
員
　
垣
内
良
子
（
久
）
木
谷
学

（
大
）

○
学
校
教
育
課
長
（
県
派
遣
）

徳
久
誠

学
校
教
育
班
長
　
吉
岡
信
二
（
東
）

班
員
　
松
岡
香
織
（
東
）

○
社
会
教
育
課
長
兼
東
和
公
民
館

長
兼
図
書
館
長
　
鍵
本
一
和
（
東
）

社
会
教
育
班
長
　
菊
本
雅
喜
（
東
）

班
員
　
藤
井
正
治
（
久
）
佐
原
正

幸
（
大
）
岡
元
博
（
東
）
山
本
幹

夫
（
橘
）
川
口
智
（
東
）
山
田
ひ

と
み
（
橘
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長
　
秋
元
政
信

（
大
）

班
員
　
郷
野
孝
博
（
大
）
脇
良
明

（
東
）

技
能
員
　
岩
井
哲
嗣
（
大
）
作
本

各
課
の
直
通
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、

９
月
末
に
配
布
し
た

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

廸
夫
（
東
）
吉
村
篤
廣
（
東
）

船
員
　
藤
谷
茂
樹
（
久
）
山
本
英

樹
（
橘
）
西
川
輝
彦
（
橘
）
大
下

武
行
（
橘
）
岡
村
利
男
（
東
）

桝
本
厚
志
（
東
）

給
食
セ
ン
タ
ー
　
室
小
枝
子
（
久
）

川
口
加
代
子
（
久
）
升
谷
英
子

（
久
）
中
元
つ
る
み
（
大
）

矢
野
圭
子
（
大
）
福
井
久
枝
（
大
）

岡
元
幸
子
（
大
）
赤
瀬
満
恵
（
橘
）

委
員
長
　
盛
田
正
一

委
員古

本
重
人

柳
田
治
生

山
本
　
衛

教
育
委
員
長
　
竹
本
三
千
之

職
務
代
理
者
　
兼
田
力
造

委
員小

田
輝
吉

尾
野
亜
紀
子
　

教
育
長
　
西
村
高
明

足
立
眞
澄
　

泉
原
幸
夫
　

宇
野
　
全
　

追
田
常
雄
　

大
川
清
治
　

大
谷
和
正
　

岡
野
郁
夫
　

岡
野
虎
夫
　

岡
原
　
豊
　

角
井
仁
志
　

河
久
保
武
史
　

河
本
金
治
　

河
元
秀
雄
　

木
村
茂
實
　

窪
谷
　
潔
　

佐
々
木
次
郎
　

佐
藤
亀
内
　

篠
本
美
政
　

杉
田
幸
作
　

仙
崎
忠
夫
　

田
中
二
郎
　

田
中
　
洋

谷
村
貞
男
　

鶴
田
昌
弘
　

笘
口
孝
男
　

中
村
輝
義
　

中
村
歳
雄
　

中
本
　
登
　

長
久
公
人
　

西
田
隆
義
　

西
村
満
三
　

西
本
　
貢
　

長
谷
川
滋
　

東
　
房
美
　

平
安
寿
明
　

藤
井
　
登
　

藤
原
成
雄
　

升
田
健
三
　

宮
本
幸
造
　

棟
広
　
齊
　

山
崎
　
勇
　

山
根
賢
治
　

山
根
利
夫
　

山
村
　
助
　

吉
田
孝
秀
　

吉
田
弘
志
　

吉
水
靖
彦
　

渡
邊
勝
信
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立
候
補
の
届
出
は
11
月
９
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
周
防
大
島
町
役
場
３
階
会
議
室

で
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
た
び
の
選
挙
で
投
票
す
る

た
め
に
は
選
挙
権
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
周
防
大
島
町
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
は
、
周
防
大
島

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

し
か
も
周
防
大
島
町
に
住
ん
で
い

る
人
の
中
で
次
の
人
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
昭
和
59
年
11
月
15
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
16
年
８
月
８

日
ま
で
に
大
島
郡
旧
４
町
に
住
民

登
録
を
し
、
引
き
続
き
周
防
大
島

町
に
住
所
が
あ
る
人

☆
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

11
月
９
日
に
選
挙
人
名
簿
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
場
所
は
周
防
大

島
町
役
場
各
総
合
支
所
と
大
島
庁

の
氏
名
を
正
し
く
は
っ
き
り
書
い

て
く
だ
さ
い
。
投
票
記
載
所
に
候

補
者
の
氏
名
が
掲
示
し
て
あ
り
ま

す
の
で
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効

票
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
あ

な
た
の
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
正
規
の
投
票
用
紙
以
外
の
も
の

で
投
票
し
た
も
の

●
１
枚
の
投
票
用
紙
に
２
人
以
上

の
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
も

の●
候
補
者
の
氏
名
の
他
に
他
事
を

記
載
し
た
も
の

●
ゴ
ム
印
押
印
等
、
候
補
者
の
氏

名
を
自
署
し
な
い
も
の

●
候
補
者
の
氏
名
が
判
断
で
き
な

い
も
の

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に

よ
り
投
票
で
き
ま
す
の
で
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
自
分
で
書
い
て
投
票
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
体
が
不
自

由
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
自
分
で

書
く
こ
と
が
困
難
な
人
は
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
支
持
す
る
候
補
者
の
氏

名
を
係
員
が
代
筆
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

投
票
日
の
11
月
14
日
に
仕
事
や

冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物

な
ど
の
私
用
で
投
票
所
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。
仕
事
や
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
予
定
が
あ
る
た
め
、
投
票

日
当
日
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
前
も
っ
て
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
に
お
い
で
の
方

は
、
投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い

る
人
の
み
）
を
持
参
し
て
早
め
に

投
票
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
手
続

き
も
簡
単
で
印
鑑
も
不
要
で
す
。

期
日
前
投
票
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

舎
２
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
で
す
。

次
の
人
は
、
こ
の
た
び
の
選
挙

で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
投
票
日
ま
た
は
期
日
前
投
票
ま

で
に
町
外
に
転
出
し
た
人
は
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
死
亡
し
た
人
や
日
本
国
籍
を
失

っ
た
人

●
禁
治
産
者
の
宣
告
を
受
け
て
い

る
人

●
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ

の
執
行
を
終
え
る
ま
で
の
人

●
選
挙
犯
罪
に
よ
っ
て
公
民
権
が

停
止
さ
れ
て
い
る
人

投
票
の
際
に
は
、
投
票
用
紙
の

決
め
ら
れ
た
枠
内
に
、
漢
字
、
ひ

ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
い
ず
れ
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
候
補
者

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し

た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施

設
に
入
院
（
入
所
）
中
の
人
は
、

そ
の
病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院

長
や
施
設
管
理
者
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
な
ど
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
に
申

し
出
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
き
る

制
度
で
す
。
投
票
す
る
場
合
は
あ

ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
お
き
、
そ
の
証
明
書

を
添
え
て
投
票
用
紙
を
請
求
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

証
明
書
の
交
付
に
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。開

票
は
11
月
14
日
午
後
８
時
か

ら
周
防
大
島
町
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
蕁
７
４
‐
１
０
０
０
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９
月
14
日
、
橘
町
総
合
セ
ン
タ

ー
で
橘
町
敬
老
の
日
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
と
表
彰
式
の
あ
と
は
子
供

た
ち
の
作
文
朗
読
が
あ
り
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の

楽
し
い
話
に
会
場
に
は
笑
い
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。

各
町
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

９
月
14
日
、
久
賀
町
民
セ
ン
タ

ー
で
敬
老
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
で
は
作
文
、
ポ
ス
タ
ー
、

習
字
特
選
者
表
彰
、
高
齢
者
表
彰

が
あ
り
そ
の
後
の
演
芸
で
は
、
保

育
園
児
に
よ
る
遊
戯
や
、
ウ
ク
レ

レ
教
室
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
演
奏

な
ど
が
あ
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。

長
寿
の
島
、
周
防
大
島
の
百
歳

以
上
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

（
10
月
１
日
調
べ
・
平
成
17
年
３

月
末
現
在
・
掲
載
承
諾
者
の
み
・

敬
称
略
）

佐
々
木
タ
カ
　
東
屋
代

岡
本
ツ
チ
ヨ
　
小
松

中
川
友
多
　
　
日
前

中
原
愛
子
　
　
小
松

岡
村
シ
ゲ
コ
　
小
松

嶋
田
ト
ラ
　
　
小
松
開
作

王
田
イ
チ
コ
　
西
屋
代

饌
本
ト
ワ
　
　
東
安
下
庄

藤
山
イ
ネ
　
　
西
方

中
村
キ
ヌ
　
　
小
松

櫻
井
ヨ
シ
ノ
　
小
松

廣
田
ヤ
ス
エ
　
志
佐

栗
元
律
子
　
　
西
屋
代

盛
谷
マ
ツ
子
　
西
屋
代

柳
原
マ
ツ
ノ
　
西
方

大
田
タ
ネ
コ
　
久
賀

河
本
ト
ミ
　
　
椋
野

川
口
イ
チ
　
　
久
賀

松
田
イ
ト
ヨ
　
小
松

本
田
フ
ジ
ヱ
　
小
松

浦
中
セ
キ
　
　
志
佐

山
本
歌
子
　
　
横
見

周
防
大
島
町
誕
生
記
念

10
月
28
日
（
木
）
〜
11
月
３
日
（
祝
）
の
毎
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

周
防
大
島
町
小
松
　
大
島
田
舎
美
術
館

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
大
島
教
育
支
所

蕁
７
４
‐
３
８
０
０
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周
防
大
島
町
保
健
師
　
　

川
　
口
　
雅
　
枝

私
た
ち
保
健
師
は
健
診
や
教
室
、
健
康
に
つ

い
て
の
相
談
、
機
能
訓
練
や
家
庭
訪
問
等
を
通

し
て
町
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

４
町
が
合
併
し
、
周
防
大
島
町
と
い
う
新
し

い
町
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
保
健
師
も
今

ま
で
以
上
に
活
動
に
力
を
入
れ
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
心
新
た
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
新
町
の
体
制
に
つ
い
て
は
図
の
よ
う
に
健

康
増
進
課
の
本
課
（
健
康
づ
く
り
班
）
を
た
ち

ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
内
に
置
き
、
全
体
の
ま
と
め

役
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
が

身
近
で
気
軽
に
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
旧
町
ご
と
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
置
い
て

い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
気
軽
に
各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
健
康
づ
く

り
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

周
防
大
島
町
の
誕
生
に
合
わ
せ
て
、
カ
ウ
ア
イ
市
長
・
カ
ウ
ア
イ
日
本

文
化
協
会
が
大
島
郡
を
訪
問
し
ま
し
た
。
９
月
30
日
に
は
４
町
の
閉
庁
式

に
出
席
し
、
４
つ
の
庁
舎
で
記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。
一
行
は
久
賀
町
で

お
茶
席
を
体
験
。
な
れ
な
い
正
座
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
日
本
の
文
化
を

感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
安
下
庄
高
校
の
生
徒
は
修
学
旅
行
で
カ
ウ
ア
イ

島
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
プ
テ
ス
ト
市
長
を
囲
ん
で
親
し
く
会
話

を
か
わ
し
て
い
ま
し
た
。

翌
日
10
月
１
日
は
周
防
大
島
町
大
島
庁
舎
の
開
庁
式
に
も
出
席
し
、
新

し
い
町
の
誕
生
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
プ
テ
ス
ト
市
長
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ハワイ移民資料館
移民の子孫の方々も

八幡生涯学習のむらで
お茶席を体験

東和町で記念植樹

安下庄高校の生徒が
カウアイ市長を囲んで



自
己
負
担
金
　
１
０
５
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己
負

担
免
除
と
な
り
ま
す
。

久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
７
９
‐
１
０
０
６

大
島
保
健
セ
ン
タ
ー
　

蕁
７
４
‐
１
０
１
１

東
和
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
７
８
‐
２
２
０
２

橘
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
７
７
‐
５
５
０
４

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
利
用
を
促
進
し
、

行
政
の
民
主
的
な
運
営
を
す
す
め

る
た
め
、
今
年
も
10
月
18
日
か
ら

24
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
行
政
相

談
週
間
」
と
し
各
種
の
行
事
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
道
路
、

農
地
、
登
記
、
福
祉
、
年
金
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
国
の
仕
事
の

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い

る
、
納
得
が
い
か
な
い
、
制
度
や

手
続
き
を
知
り
た
い
、
ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
こ
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予
防
接
種
法
に
よ
り
、
山
口
県

内
の
広
域
予
防
接
種
協
力
医
療
機

関
に
お
い
て
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
（
１
回
）
を
公

費
負
担
（
一
部
自
己
負
担
）
で
実

施
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
（
65

歳
以
上
）
は
10
月
下
旬
に
案
内
お

よ
び
予
診
票
を
個
別
に
通
知
し
ま

す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
で
、
周
防
大
島
町

内
に
住
所
が
あ
り
接
種
日
に
お
い

て
次
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
65
歳
以
上
の
方

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
害
を
有
す
る
方
、
お
よ
び
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
免
疫
の
機
能
の
障
害
を
有
す

る
方
。（
主
治
医
と
相
談
の
う
え

各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。）

平
成
16
年
11
月
１
日
豺
〜
平
成

17
年
２
月
28
日
豺

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
委
員
は
皆
様
か
ら
の

相
談
や
要
望
を
お
聞
き
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

小
林
　
晃

（
久
賀
蕁
７
２
‐
０
６
５
９
）

橋
爪
雅
子

（
西
三
蒲
蕁
７
４
‐
３
９
７
４
）

中
村
興
家

（
森
蕁
７
８
‐
１
０
８
２
）

二
宮
信
三

（
日
前
蕁
７
３
‐
０
１
７
５
）

ま
た
、
山
口
行
政
評
価
事
務
所

で
も
行
政
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

〒
７
５
３
‐
０
０
８
８

山
口
市
中
河
原
６
‐
16

蕁
０
８
３
（
９
３
２
）
１
１
０
０

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ほ
の
ぼ
の
苑

（
大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
小

松
１
３
３
‐
１
）

管
理
栄
養
士
（
常
勤
）

１
名

８
時
15
分
〜
17
時
15
分

管
理
栄
養
士

栄
養
管
理
業
務

平
成
17
年
１
月
31
日

履
歴
書
お
よ
び
資

格
を
証
明
す
る
書
類
（
管
理
栄

養
士
登
録
証
等
の
写
し
）
を
ほ

の
ぼ
の
苑
へ
郵
送
す
る
か
、
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ほ
の
ぼ
の
苑
　
　

蕁
７
４
‐
２
１
０
０

11
月
13
日
貍

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

11
月
14
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

岩
国
刑
務
所
内

（
岩
国
市
錦
見
６
丁
目
11
‐
29
）

広
報
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
コ

ー
ナ
ー
な
ど

岩
国
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）

蕁
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
３
８
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10
月
22
日
貊

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員
　
小
林
　
晃

11
月
10
日
貉

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

法
務
局
職
員
・

地
元
人
権
擁
護
委
員

周
防
大
島
町
役
場

福
祉
課
民
生
福
祉
班

蕁
７
７
‐
５
５
０
５

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
と
い
っ
た
、
女
性
を
め
ぐ

る
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
た
助
言
と
相
談
を
行
い
ま

す
。

11
月
21
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

蕁
０
８
３
（
９
２
０
）
１
３
１
１

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

蕁
０
８
３
（
９
２
０
）
１
３
１
１

譖
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
交

通
事
故
の
解
決
に
お
困
り
の
方
の

た
め
に
全
国
に
「
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び

に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ

い
て
、
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

蕁
０
８
３
（
９
２
５
）
０
９
９
９

毎
月
第
一
火
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

（
予
約
制
・
相
談
無
料
・
要
面
談
）

譖
日
本
損
害
保
険
協
会

中
国
支
部
山
口
県
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
３
（
９
２
５
）
０
９
９
９

11
月
10
日
貉

○
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

旧
大
島
町
・
旧
久
賀
町
の
源
泉
　

徴
収
義
務
者

○
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

旧
東
和
町
・
旧
橘
町
の
源
泉
徴

収
義
務
者

※
午
前
・
午
後
の
部
と
も
に
説
明

内
容
は
同
じ
で
す
。

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

個
人
等
事
業
所
並
び

に
個
人
白
色
申
告
者

柳
井
税
務
署

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
０
２
７
７

山
口
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
山
口
県
最
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

１
時
間
　
６
３
８
円

平
成
16
年
10
月
１
日

※
平
成
14
年
度
か
ら
時
間
表
示
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
金
額
に
満
た
な
い
額
で
働

か
せ
た
り
、
働
い
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

火災の大半は、人の不注意によって発生しています。

次にあげたことが火災の原因になるすべてではありません
が、一人ひとりが「火の用心」を心がけて火事を出さないよ
うにしましょう。

（１）家のまわりに燃えやすいものを置かない。
（２）寝たばこや、たばこの投げ捨てをしない。
（３）ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
（４）たき火をしない。
（５）子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
（６）電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
（７）ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

※１１月９日（火）午前７時にサイレンが鳴ります。火災とお間違えのないようにお願いします。
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11月13日（土）・14日（日）
午前９時から午後３時

◎戸田青空市
戸田（13日のみ・午前６時～11時30分）
◎文珠の里フェスタ
東三蒲（JA山口大島三蒲支所）
◎潮風フェスタ４３７
久賀港横（JA山口大島本所前）
◎おれんじの里フェスタ
土居（日良居中学校体育館前）
◎うみの幸・やまの幸フェスタ
長崎（道の駅サザンセトとうわ）

農林課蕁７９ー１００２

１１月３日（文化の日）
午前９時～午後３時
花火Show
午後６時５０分～７時５分
大島商船高等専門学校

１１月３日（文化の日）
昼の部　午後１時～５時
夜の部　午後６時～１０時
橘総合センター大ホール

１１月６日（土）・７日（日）
午前９時～午後７時
（７日は午後５時まで）
橘総合センター・日良居公民館
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高
木
ア
サ
ヨ
　
　
九
三
　
　
西
方

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

升
谷
　
裕
則

智
大
と
も
ひ
ろ

栄

千
賀
子
　
　

藤
本
　
貴
光

海
月
み
づ
き

土
居
　

佳
世
　
　

中
村
千
惠
子
　
七
二

日
良
居
団
地

笹
川
　
竹
春
　
七
九
　
　
　
安
高

吉
村
　
正
夫
　
七
五
　
　
　
古
城

広
報
す
お
う
大
島
の
戸
籍
だ
よ

り
へ
の
掲
載
は
、
周
防
大
島
町
に

住
所
の
あ
る
方
で
広
報
掲
載
申
出

書
を
提
出
さ
れ
た
方
に
限
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
の

漢
字
に
つ
い
て
は
常
用
漢
字
、
人

名
漢
字
の
範
囲
内
に
限
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

久
保
　
　
充

亮
り
ょ
う

山
下
浜
東
一
区

美
幸
　
　
　
　

松
原
　
修
一

隆
太
り
ゅ
う
た

山
田
下
　

裕
子
　

西
村
　
裕
次
　
　
　
　
　
　

哲
平
て
っ
ぺ
い

山
下
浜
東
二
区

理
栄
子
　

堀
脇
　
国
輝

八
幡
下

神
庭
　
夢
美

松
原
ミ
ツ
エ
　
　
八
四
　
　
洲
崎

沖
平
　
エ
イ

一
〇
三
　
西
ケ
原

長
谷
　
繁
雄

九
二

大
崎

近
松
　
孝
次
　

四
九
　
上
本
町

藤
谷
ミ
ヤ
コ
　

九
五
　
新
開
東

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

柏
原
　
浩
司

圭
吾
け
い
ご

小
松
開
作

照
美
　
　

勝
野
　
博
丈

亮
り
ょ
う

出
井

和
栄

井
宮
　
昌
行

将
翔
ま
さ
と

小
松
開
作

昌
美

福
永
　
金
男
　
　
八
九
　
　
志
佐

山
元
　
善
夫
　
　
七
〇
　
西
屋
代

饌
�
　
政
生
　
　
六
五
　
　
横
見

森
元
ユ
キ
コ
　
　
八
九
　
西
三
蒲

小
林
　
英
子
　
　
七
一
　
　
小
松

村
田
　
市
郎
　
　
九
〇
　
西
屋
代

河
原
ア
ヤ
ノ
　
一
〇
〇
　
西
屋
代

秋
山
　
雪
衛
　
　
八
八
　
西
屋
代

櫛
部
サ
ツ
ヨ
　
　
八
〇
　
　
和
佐

久
保
添
正
義
　
　
八
三
　
　
森

山
本
マ
ツ
ノ
　
　
八
三
　
　
西
方

星
出
チ
ヨ
ミ
　
　
八
九
　
　
和
田

西
元
　
義
雄
　
　
七
六
　
　
内
入

饌
本
　
夏
子
　
　
七
五
　
　
西
方

奥
田
カ
ツ
コ
　
　
八
三
　
伊
保
田

【
相
談
】

来
週
出
発
の
パ
ッ
ク
旅
行
を
申
し

込
ん
だ
。
そ
の
後
、
宿
泊
先
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
連
絡
を

受
け
、
そ
の
際
提
示
さ
れ
た
変
更
補

償
金
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
パ
ッ
ク

旅
行
を
解
約
す
る
気
は
な
い
が
、
納

得
で
き
な
い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

事
業
者
が
あ
ら
か
じ
め
旅
行
内
容

（
目
的
地
や
日
程
、
費
用
な
ど
）
を

定
め
、
参
加
者
を
募
集
し
て
実
施
す

る
旅
行
を
主
催
旅
行
（
一
般
的
に
は

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
）と
い
い
ま
す
。

国
が
公
示
し
て
い
る
標
準
旅
行
業
約

款
に
よ
る
と
、
ツ
ア
ー
を
主
催
す
る

事
業
者
は
、
天
災
な
ど
の
不
可
抗
力

の
場
合
を
除
き
、
旅
行
日
程
な
ど
重

要
な
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
変

更
補
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
旅
行
者
も
旅
行
内

容
の
変
更
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

き
に
は
、
旅
行
開
始
前
に
取
消
料
を

支
払
う
こ
と
な
く
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
旅
行
契
約
に
関

す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
「
取
引

条
件
説
明
書
面
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
十
分
納
得
し
た
上
で
契
約

を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

http://www.town.
suo-oshima.lg.jp
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藤
ふじ

木
き

康
こう

太
た

くん
平成15年10月2日生まれ
（久賀・仲町）

山
やま

下
した

実
み

月
つき

ちゃん
平成15年10月10日生まれ

（橘・秋）

小
お

川
がわ

翔
しょう

平
へい

くん
平成15年10月23日生まれ
（東和・長崎）

（１０月１日現在）
人　口　　22,406 人
男　　10,089 人
女　　12,317 人　

世帯数　　11,102 戸

10
月
１
日
、
周
防
大
島
町
が
誕
生

し
ま
し
た
。
大
島
庁
舎
を
始
め
久

賀
庁
舎
、
東
和
庁
舎
、
橘
庁
舎
で

開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
ふじ

村
むら

真
ま

里
り

ちゃん
平成15年10月6日生まれ
（東和・森）

谷
たに

村
むら

妙
み

生
お

ちゃん
平成15年10月22日生まれ
（久賀・大崎）

谷
たに

口
ぐち

徹
てつ

くん
平成15年10月11日生まれ
（大島・小松開作）

田
た

中
なか

祐
ゆう

希
き

ちゃん
平成15年10月16日生まれ

（東和・森）

（旧久賀町）
人　口　　4,356人
男　　2,008人
女　　2,348人

世帯数　　2,050戸
（旧東和町）

人　口　　5,148人
男　　2,237人
女　　2,911人

世帯数　　2,734戸

（旧大島町）
人　口　　7,224人
男　　3,315人
女　　3,909人

世帯数　　3,453戸
（旧橘町）

人　口　　5,678人
男　　2,529人　
女　　3,149人

世帯数　　2,865戸

広報発行月に満１歳になる赤ちゃんを紹介します。

発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課
蕁
０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
藤
井
印
刷


